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付録 1

CCIR勧告 460-2（修正 F)

標準周波数と報時信号の発射

（研究問題 117)

February 1983 

pp.309-314 

(1970-197 4-1978) 

CCIR lま

(a）無線通信主管庁会議（ジュネーブ， 1959年）が， 周波数20kHz土O.05 kHz, 2. 5 MHz士5kHz（第1地

域：2.5 MHz ± 2 kHz), 5 MHz ± 5 kHz, 10 MHz ± 5 kHz, 15 MHz ± 10 kHz, 20 MHz ± 10 kHz, 

25 MHz ± 10 kHzを標準周波数と報時信号業務IC::割り当て， CCIRiζ， 全世界的な標準周波数と報時信号

業務の確立と運用のための問題を研究するように要請している乙と．

（同追加の標準周波数と報時信号が，他の周波数帯で発射されていること．

(c）無線通信規則第4節，第44条の条項．

ω）第7研究委員会と政府間海事協議機関（IMCO），国際民間航空機関 (ICAO），国際度量衡総会（CGPM),
国際報時局（BIH），国際学術連合会議（！CSU）の関連する連合， の聞において密接な協力を続けていく必

要があるとと．

(e）標準周波数と報時信号の発射について，世界的な調整を維持していくのが望ましいこと．

(f）標準周波数と時刻信号は，第13回国際度量衡総会(1967年）で定義された秒iζ従って供給する必要があると

と．

（＠世界時（UT）をl秒の1/10の確度で即座に利用できるようにするという要求がひき続いてあること． を考

慮して，次の各項を満場一致で勧告する．

1. すべての標準周波数と報時信号の発射は，協定世界時（UTC)（付録I参照）にできる限り近く一致させる

乙と．報時信号は UTCから lms以上離れないようにするとと． 標準周波数は 1x10-10以上離れないよ

うにするとと．そして各送信局から発射される報時信号は， 搬送波の位相に関して既知の関係を持つべきで

ある乙と．

2. 標準周波数と報時信号の発射，及び科学的な応用を意図する他の報時信号の発射（特別のシステム専用の発

射の例外は可能だが）は， UTlと UTCの差（付録IとE参照）に関する情報を含むべきであるとと．

3. 乙の文書は， CCIRの委員長から， ITUを構成するすべての官庁， IMCO,!CAO, CGPM, BIH，国際測

地学地球物理学連合（IUGG），国際電波科学連合（URS！），及び国際天文連合（IAU）に送られるべきであ

ること．

4. 標準周波数と報時信号の発射は， 1975年1月1日から，上記の勧告事項1と21C::従うべきであるζと．

付録 2

時系（勧告 460-2（修正 F）の付録I)

A.世界時（UT)

100分の2～3秒の不精密さが許されないような用途においては， UTの形式を明記する必要があり， とれは

以下のように用いられるべきである．

UTOは，直接天文観測から得られる本初子午線の平均太陽時である．

UTlは，自転軸に関する地球の小さな運動（極運動）の効果を補正した UTOである．

UT2は，地球の自転速度の季節的な小さな変動の効果を補正した UTlである．
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ζの文書では UTlが用いられている．というのはとれが地球の日周回転の軸の周りの地球の自転角と直接

対応しているからである（GMTは UTの総称とみなせる）．

上記用語の簡潔な定義と意味は，年刊の天文暦（米国政府印刷局（ワシントン）及びH.M. Stationery Office 

（ロンドン発行）の用語解を参照してほしい．

B.国際原子時（TAI)

原子持の国際基準時系（TAI）は，平均海水面で実現される SI秒（国際単位系の秒）に基づくもので，協力

機関から供給される時計のデータに基づき，国際報時局（BIH)~とより作られる. TAIは，原点の1958年1月

1日から数えた日，時，分，秒というような連続した時間尺度の形式をとっている (1971年 CGPM採択〕．

c.協定世界時（UTC)
UTCは BIHによって維持される時系で，協定された標準周波数と報時信号発射の基礎になっている． とれ

は TAIと全く同じ歩度に対応するが，秒、が整数値だけ異なっている．

UTC時系は， UTl Iζ近似的i乙一致するととを保証するために， 秒の指入又は除去（正又は負のうるう秒）

によって調整される．

D.世界時補正値（DUTl)

報時信号と共に発射される時刻差の予測値， UTl-UTCを DUTlで表示する．従って， DUTl:::::UTl-

UTCである.DUTlは UTlの更に良い近似値を得るために UTCに加えられるべき補正値とみなせる．

DUTlの値は， BIHによって， O.lsの整数倍の値で与えられる．

とのとき，以下に述べる運用規則が適用される：

1. 許容誤差

1.1 DUTlの大きさは 0.8sを超えない乙と．

1.2 UTCの UTlからのずれは ±0.9sを超えないこと＊．

1. 3 UTC+DUT 1の UTlからの偏差は ±0.lsを超えない乙と．

2. うるう秒

2.1 正文は負のうるう秒は，月（UTC）の最後の秒とすべきである．しかし，第一優先は12月と6月の終

わりに，第二優先は3月と9月の終わりとする．

2.2 正のうるう秒は， 23h59m 60s k始まり，次の月の1日の OhOm Os k終わる．

負のうるう秒の場合には， 23h59m 58sの1秒あとに次の月の1日の OhOm Osがくる（付録E

参照）．

2.3 BIHはうるう秒を導入するととを決定し，告示しなければならない． その告示は，少なくとも8週前

になされなければならない．

3. DUTlのf直
3.1 BIHは， DUTlの値及びその導入の日付を決定するとと．並びに，この情報を1か月前に回覧に回す

ととが要請されている料．

3.2 主管庁及び団体は標準周波数と報時信号発射用には， BIHの決めた DUTl値を用いるべきである．

また，その情報をできるかぎり広く定期刊行物や告示などで周知させるよう要請されている．

3.3 DUTlが符号で供給されるようなととろでは，符号は下記の原則に従うべきである（下の3.5項を除

く〉：

*DUTlの最大値と， UTlからの UTCの最大偏差との差は UTC+DUTlのUTlからの許容偏差を表しており，地
球自転速度の予知できない変化IC:対する BIHの保謎手段である．
＊＊地球自転率が突然変化するような例外的な場合には， BIHは，補正が行われる日付よりも， 2週間以上前にそれを発行す
ればよい．
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一一DUTlの大きさは強調された秒信号の数で示され， DUTlの正負は分信号i乙対する強調された

秒信号の位置で示される．強調された秒信号が無いときは DUTl=Oを示す；

一一符号化情報は，もしこれが発射形式と両立できるなら， 各分信号のあとに発射されるべきである．

あるいは， その代わりに符号化情報は絶対最小限， 毎時，最初の五つの分信号のあとに発射され

るべきである．符号の詳細は付録E参照＊．

3.4 代わりに， DUTlは音声文はモールス符号で与えられでもよい．

3.5 元来，自動復号装置のために設計され，それと一緒に用いられている DUTl情報は，異なる符号のあ

とにきてもよいが， もしとの情報が発射形式と両立し得るなら各分信号のあとに発射されなければな

らない．あるいはその代わりに，符号化情報杭絶対最小限， 毎時の初めの5個の分信号のあとに発

射されるべきである．

3.6 DUTlの符号化情報用の3.3と3.5で明示された報時信号発射の部分において発射されうる他の情報

は， DUTlと混同しないよう十分異なる形式であるべきである．

3.7 また， UTl-UTCは，他の手段，例えばモールス符号又は音声の形で， 海事公報，天気予報などと

合同の通報によって，同じか更に良い精度で与えられ得る．次回のうるう秒の告示もとのような方法で

行い得る．

3.8 BIHは，時刻差 UT1-UTC, UT 2-UTCの確定値をあとから出版し続けるよう要請されている．

＊（勧告46かー2（修正 F）の付録JI）は省略する．実施例は，電波研究所“標準電波の出し方について” IC記載がある．
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イサ 録 3

CCIR報告 730

用語解（1978，抜粋）

電波研究所季報。

O. 1 Accuracy （正確さ，正確度，確度又は精度）

一般には，測定値の系統的な不確かさと等価である（0.3参照）．

O. 2 Precision （精密き，精密度又は精度）

測定値のランダムな不確かさで，標準偏差又はその整数倍で表す（0.3参照）．

0. 3 Uncertainty （不確かさ）

測定の真値からの可能なずれ（deviation）の大きさを言う．

しばしば，乙れを系統的な不確かさとランダムな不確かさで区別し得る．

ランダムな不確かさは標準偏差又はその整数倍で表される．系統的な不確かさは一般にパラメータの特性

に基づいて推定される．

一般に， “正確さ”は“系統的な不確かさ”に“精密さ”は“ランダムな不確かさ” にそれぞれ等価で

ある．同様に全確度（totalaccuracy）は全体の不確かさ（overalluncertainty=systematic uncertai・

nty+random uncertainty）に等価である．

O. 4 Error （誤差）＊

故意でない測定値と真債の差

O. 5 Frequency instability （周波数不安定度）

ある与えられた時間間隔 T 内での周波数変化で表される．一般に，周波数ドリフト（1.10参照〕とラン

ダムな周波数変動とを区別する．との変動の特徴づけのために特殊な分散が開発されている．

O. 7 Reproducibility （再現性）

(a) 同じ設計の独立な装置の集合の場合，とれらの装置により得られる値の標準偏差，

(b）繰り返し運用される単一の装置の場合，乙の装置により得られる値の標準偏差である．

O. 8 Resettability （リセッタビリティ）

明示されたパラメータが， 定められた使用条件のもとで， 独立に調整されるとき， 装置から得られる値

の聞の不可避なずれ．

注ー乙れは信頼限界（すなわち，測定値の不確かさ）の推定値で与えられる.Resettabilityは， 周波数

発生器lとではなく，測定手j聞と関する従来の用語， Repeatabity（反復性）にとって代わるものであ

る．

O. 9 Calibration （較正）＊

装置及び，又は手JI買において，測定誤差を確定 (identify）する過程．

注一多くの場合，例えば周波数発生器では， 較正は装置の安定度iζ関係するので， その結果は時間の関

数である．

O. 10 Nominal value （公称値y

その値の実現の不確かきには無関係な，明記文は意図された値．

注一物理量を実現するある装置では，公称、備は製造者によって明示された，その量の値である．これは理

想、値であるから許容誤差を伴わない．

O. 11 Offset （オフセット）＊

実現値と公称値との閣の意図的な差

O. 12 Normalized o宜set（規格化オフセット）

オフセットを公称値で割った値．

1. 4 Standard frequency （標準周波数）
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周波数標準と既知の関係にある周波数．

注一標準周波数の用語は，その周波数が標準周波数であるような信号に対しでもしばしば用いられる．

1. 7 Frequency departure （周波数のずれ，周波数偏差）

公称、周波数値からの意図しない偏差（deviation).

"frequency deviation，，という用語は，周波数変調に関連して使われるので使用しないこと．

1. 9 Frequency shift （周波数シフト，周波数推移）

変調の目的に用いられる意図的な周波数変化又は物理法則に起因する意図しない周波数変化．
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注一周波数シフトという用語は，他の CCIRSGでは，変調の目的に関連して意図した周波数変化のみ

IC:適用されるので，乙の用語を意図しない周波数変化の意味iζ使わないよう勧める．

1. 10 Frequency drift （周波数ドリフト）＊

時間と共IC:生ずる，望ましくない漸進性の周波数変化．

この定義も IEVのそれと異なるが， SG7では上記の実義を採る．

1. 14 Frequency standard （周波数標準）

出力信号が正確な周波数の基準（reference）として使用されるような信号発生器．

1. 15 Primary frequency standard （一次周波数標準）

周波数が採用された秒の定義IC:対応し，その装置を較正しないで達成される，明示された正確さを持つよ

うな周波数標準．

注一国際的に認められた測定関連機関は CGPM（国際度量衡総会）であり，現在， 採用されている基準

はセシウム 133原子の明示された遷移である．

1. 16 Secondary frequency standard （二次周波数標準）

一次周波数標準で較正される周波数標準． “二次”という語は分類体系（hierarchy）におけるその標準

の地位を表しているのであって，必ずしもその標準の性能の質について言っているのではない．

2.1 Phase （位相）

一般に，時間（又は空間）の関数iとより解析的に表された周期現象においては，位相はその現象自身の可

能な見分け得る状態である．

位相はその現象生起の，ある明示された基準からの経過時間で確定 (identify）でき，正しくは“位相時

間（phasetime）”と呼ばれる．特Ir，現象が正弦波なら，位相は，ある指定された基準から測られた角

度又は時聞により確定できる．

標準周波数・報時業務では，位相時間差（phase-timdifference), すなわち，同一現象又は二つの異な

る現象の二つの確認された (identified）位相聞の時間差，が主として考慮される．

3. 3 International Atomic Time (TAI，国際原子時）

付録2参照．

3. 4 Coordinated Universal Time (UTC，協定世界時）

付録2参照．

3. 5 Coordinated time scale （同期時系）

ある基準の時系と与えられた限度内で同期している時系．

3. 6 Coordinate time （座標時） 、
（場所により）変化している重カポテンシャ Jレをもつある空間領域で有効な，ある特定の座標構造の中で

の時の概念．

3主ーある時系が座標時の概念に従って実現される場合， それは座標時系と呼ばれる． 例： TAIは座標時
系である．その基準は平均海面での地球の表面である．

3. 7 Proper time （固有時）

特定の場所に固有の時の概念．もし，ある時系が固有時の概念に従って実現されるならば，それは固有時

系と呼ばれる．

例：（晶） 固有時：秒はセシウム原子の固有時において定義される．

（同固有時系：ある実験室の中で生成され，室外には伝送されない時系．
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3.12 Date （日付）

“時系（時間尺度）の読み（time-scalereading）”と同じ意味であるが，普通は暦IC関して言う．

注一日付けは年，月，時，分，秒及びその小数で表す乙とができる．

3. 13 Time scale reading （時系の読み）

ある与えられた瞬間における時間尺度上で読まれる値．時系の読みは，時系の名前一ーそのあとに （ ） 

内に時計の名称，送信所，天文台又は標準研究所を書くーーを与えて， UTC（…〕のように表示すべき

である．

4.10 Julian date （ユリウス通日）

Julian day number （ユリウス通日番号）に，前日の正午（12時UT）以後経過した1日の小数部分を

加えた日付．

例：日付 1900年1月0.5日 UTは JD=2415020.0に相当する．

4-11 Julian day number （ユリウス通日番号）

B.C. 4713年1月1日12時 UTを暦元とした連続の日数カウント中のある特定の1日の日数番号．

例： 1900年1月0.5B UTから 1900年1月1.5日UTまでの1日の番号は2415020. 

4.13 Modified Julian Date (MJD，修正ユリウス通日）

ユリウス遇日から 2400000-5Bを引いた日付けで，乙れの暦元は1858年11月17日0時UTである．

＊印のついた定義は IEV（国際電気技術用語）中のものと異なるが，標準周波数・報時業務で使う場合は，との方がより適当
だという SG7の意見である．
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